


1 大同病院　病院案内

大同病院は「みんなにやさしい病院」をコ
ンセプトとし、地域の中核的医療機関と
して質の高い医療を提供してまいりまし
た。特に高度急性期医療を担う病院として
チーム医療の拡充や最新医療機器の導入な
どにより一層力を注ぎ「すべての患者に最
高の医療を」の想いのもと、さらに高度な
医療サービスを提供できるよう尽力してお
ります。今後も地域社会との共生、地域医
療ネットワークの充実を図り、「この病院
に来てよかった」と思っていただける病院
となれるよう、日々精進していきます。

それを極めることが私たちの使命です
皆様の信頼と満足

患者の権利を尊重します

医療の質の向上に努めます

地域社会に貢献します

院長 野々垣浩二
社会医療法人 宏潤会 大同病院社会医療法人 宏潤会

理事長 宇野雄祐

基本方針
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3 大同病院　病院案内

同病院の基本姿勢、それは「どんな患者も万全の体
制で受け入れること」です。救急スタッフから専門

医まで確実な連携を取り、すべての患者さまに質の高い医
療を提供し、救える命を救うことに真摯に向かい合います。

大

Advanced acute care

高度
急性期
医療
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 命を救う救急医療

 高度な医療と技術

 最先端治療を支える技師



5 大同病院　病院案内

救急センターではどんな患者さまにも対応できるよ
う、24時間365日受け入れ体制を整備。救急車複数
台の同時受け入れを可能とし、放射線検査室や内視
鏡センターなどと直結させ、安全な救急医療を提供
できるように対応しています。また緊急性の高い心肺
停止の患者さまの受け入れも実施。高度な技術と知
識でひとりでも多くの命を救うべく努力しています。

子どもの病気は、たとえ軽い発熱であっても大病が潜んでいる可能性
があり、油断できないものです。特に大人に比べて子どもの症状はわ
かりづらいもの。救急センターでは子どもの突然の病気をすぐに診察
できるように小児科医が常駐し、軽症から重症まで対応しています。

ことわらない救急

小児救急にも24時間対応

救急センター待合 処置室

Emergency medical  care

どんな時も命を救う
高度な救急医療
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大同病院には7室の手術室を完備。各室には
麻酔器や全身管理モニターなど、最新の医療
機器を備え、患者さまの容態に合わせて安全
を最優先に手術を行っております。また麻酔
科医をはじめ複数のスタッフで昼夜を問わず
緊急の手術にも対応。地域の急性期病院の中
枢部として日々手術を行っています。

集中治療室は心不全や多発性外傷
など重篤で緊急を要する患者さま
や、全身麻酔手術後などの患者さ
まに対し、集中的な治療や看護を
行っています。施設や設備も充実、
全身管理モニターや人工呼吸器な
ど、救命に必要不可欠な医療機器
を備え、医師をはじめスタッフ全員
で一丸となって治療にあたります。

新生児集中治療室では、早産や低出生体重児、または何らかの疾患が
ある新生児を集中的に管理し治療を行っています。保育器、人工呼吸器、
超音波診断装置などを整備。他の医療機関で生まれた新生児も受け入
れています。夜間は照明を暗くするなど保育環境に細心の注意を払い、
安全な体制で見守り続けます。

集中治療室（ICU）

新生児集中治療室（NICU)

連携のとれた手術

救急センターでは救急担当医師を含む6人体
制で常時救急医療に対応しています。また院
内に連絡体制を構築し、必要に応じて専門医
を招集する、あるいは緊急手術を行えるよう
に常に万全の体制を整えるなど、いかなる場
合にも救命を最優先
に垣根のない医療を
行っています。

最新機器と技術で対応の手術室

院内の連携も万全

01



7 大同病院　病院案内

適応を決めて、内視鏡の一種である腹腔鏡や胸腔鏡
を用いて手術を行います。体に小さな穴を開けて行う
ので従来の開腹手術や開胸手術に比べて患者さまの
体の負担が少なく、早期の社会復帰が可能となります。

内視鏡センターでは、カプセル内視鏡やダブルバル
ーン内視鏡など最新の内視鏡システムを備えて対応。
高解像度により、早期がんなどの発見に努めていま
す。またリカバリー室を設けており、患者さまにとっ
てより安全で痛みの少ない検査を行っています。

腹腔鏡･胸腔鏡手術

内視鏡検査

高度な
医療と技術で
病魔に挑む
Highly medical  technology

低被曝の320列CT装置や高画質の血管撮影装置など、最新の放射線機
器を完備。これらの機器で体の中の状態を確認後、血管や臓器までカ
テーテルや針を進めて治療する IVR（画像下治療）を行います。また血
管の拡張やステントの留置、止血、がんに栄養を供給する血管の閉塞
や抗がん剤の直接注入もこうした技法によってスムーズに行い、患者
さまの負担を軽減します。

最先端の放射線機器

カプセル内視鏡

320列CT装置

ダブルバルーン内視鏡

血管撮影装置

全小腸の内視鏡観察が可能です。
撮影のほか、ポリープ切除や止血
などの内視鏡的処置にも対応。

1度の造影剤注入で2方向の撮影
が可能。低被ばくで高画質の心臓
血管撮影検査が行えます。

超小型カメラを内蔵したカプセル
で、口から飲んで消化管内の画像
を撮影。痛みは伴いません。

短時間で広範囲を撮影。被ばく低
減技術により従来より最大75％の
被ばく低減を実現しています。
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外科療法 化学療法 放射線療法
早期がんは腹腔鏡や胸腔鏡などによる外
科手術を実施。患者さまの負担を軽減し
ます。

各科担当医や専門看護師、薬剤師らが協
働して抗がん剤治療を行います。外来で
の治療も可能です。

最新の放射線治療装置を導入し、ピン
ポイントで短時間の放射線治療を行い
ます。

大同病院は高度医療の機能を活かして、集学的が
ん治療を行っています。病状の進行具合に応じて
外科療法、化学療法、放射線療法を組み合わせた
治療を実施。患者さまそれぞれのケースに対して
医師を含む多職種のスタッフがキャンサーボード
を行い、最適な治療を決めます。

大同病院では併設するだいどうクリニック健診セン
ターで地域の皆さまの健康診断や人間ドックを実施
し、がんの早期発見に力を入れています。また検査
結果を共有し、早期治療を実施。地域の皆さまのが
ん診療の拠点として、専門医師や看護師によるチー
ム医療と内視鏡や放射線治療装置など最新の機器で
最良の治療を行います。

がん治療の患者さまには、早期から緩和医療を実施。がん性疼痛看護
認定看護師など専門のスタッフが疼痛管理を行い、痛みに対応し
ます。また患者さまの不安や悩みに対する医療ソーシャルワー
カーらによる個別相談など、心のケアも同時に行っています。

がん診療の拠点として

多面的ケア

放射線治療装置は、病巣が臓器に近く照射が難しい場合もピンポイントで照射が可能

Cancer treatment centers

最先端治療で
がんと闘う

外科療法

患者さま

緩和ケア

メンタルケア

治療相談

放射線
療法化学療法

集学的がん治療



9 大同病院　病院案内

者さまの心と体を支えるもの、それは大同病院の多
職種連携によるチーム力です。それぞれのスタッフ

が高度で専門的な知識と技術を持ち寄り、患者さまの早期社
会復帰や生活の質の向上をめざして全力でサポートします。

Providing the best medical care

最高の
医療提供の
ために

患
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 医療の質を管理する院内ラウンド

 集中治療室での研修医指導

 多職種連携によるチーム医療



11 大同病院　病院案内

医療の質をさらに強化

患者さまに
寄り添うチーム医療

医療の質と安全は両立すべきことであり、
特に医療安全はすべてにおいて最優先し
なければいけないことです。大同病院で
は医療安全管理室を中心にさまざまな医
療安全対策を実施。インシデントレポー
トの収集や医療安全ラウンドによる安全
管理の向上などに取り組んでいます。

感染制御室では院内の医療関連感
染の防止や感染症治療に対して総
合的に対処。感染症発生時の迅速
な対応やガイドラインの作成、感
染症に対するコンサルテーション
など感染対策チームとしての専門
性を活かした活動を行っています。

チーム医療とは医療環境モデルのひとつで、1人の
患者さまに対して医師や看護師、薬剤師など複数の
メディカルスタッフが連携して治療やケアにあた
ります。それぞれが専門的な知識や技術を駆使し、

患者さまの入院中や通院中の生活の質の維持・向上、
人生観を尊重した療養を支援します。また患者さま
のご家族の不安や悩みもサポートします。

チーム医療管理室のもとに栄養サポートチーム、摂食・
嚥下リハビリチーム、褥瘡対策チーム、呼吸ケアチーム
の4つのチームを設け、統括管理しています。その他複
数のチームがあり、チーム内ではカンファレンスや症例
検討を頻繁に行い、患者さまそれぞれに合わせたプログ
ラムも開発。地域の医療・福祉・介護施設とも連携、情
報共有をしながら質の高い医療の提供に努めています。

医療安全をすべてに優先 感染制御室で対策を徹底

チーム医療とは

大同病院のチーム医療

摂食・嚥下リハビリチーム 褥瘡対策チーム 呼吸ケアチーム
摂食や嚥下障害に対して訓
練を行い、向上をめざします。

褥瘡回診を行い、早期対応
で褥瘡を予防します。

人工呼吸器の安全管理や早期
離脱の支援などを行います。

入院中の患者さまの栄養状
態を把握し助言を行います。

医療安全ラウンド

小児在宅医療勉強会
（小児在宅医療支援チーム）
地域の医師や歯科医師、
理学療法士、看護師、言
語聴覚士、ケアマネージ
ャーなどが参加して小児
在宅医療に関する学習と
情報交換の会を定期的に
開催。在宅医療の推進に
取り組んでいます。

Qual i ty  and safety in health care

A team approach to health care

栄養サポートチーム



最
高
の
医
療
提
供
の
た
め
に

12

大同病院は理念と基本方針を理解して自ら考え自ら行動し、高度急性
期医療を担えるスタッフの育成に力を注いでいます。初期研修医は指導
医がマンツーマン教育を行います。また専任の指導医が医師の教育プロ
グラムを作成し、卒後教育機関としての充実を図っています。看護師も
研修医計画に基づく集合教育や精神的支援を行っています。

研修医を教育する指導医の指導
力向上のための講習会を定期的
に開催し、理論的な教育が行え
る指導医の養成を行っています。

感染制御室で対策を徹底

充実の指導で自律心と技術・知識を養う 教育者の教育研修実施

研修医 看護師 コ･メディカル
充実の研修プログラムで指導医や上級
医がきめ細やかに指導。プライマリ・
ケアの基本的な診療能力を養成します。

教育科と病棟が連携し、集合教育と現
場指導をリンクさせながら新人看護師
をサポート。精神的支援も行います。

知識やスキル向上のための勉強会を多
数開催。専門性を高めるため各種研修
や認定資格の取得を支援します。

Staff  development

命を守る人財の育成



13 大同病院　病院案内

康は何物にも代えがたい人生の宝。大切な健康を守る
ためには、予防や早めの診断、日々の細やかなケアが

大切です。だいどうクリニックは地域に根づいた病院として
外来診療や予防接種、健診を通して皆さまの健康を守ります。

Community-based hospital

地域にねざす
病院として

健
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外来は37の診療科と禁煙・小児アレルギーなどの
専門外来を設置。予防、健診の各部門との融合や
大同病院との連携を行い、地域の中核的診療機関
として、質の高い医療を提供しています。

名古屋市が認定する「専門的判断を要する予防接
種実施医療機関」。小児定期予防接種をはじめ、成
人の予防接種や海外渡航者への予防接種、渡航時
の証明書の発行などを行っています。

病気の早期発見や予防など皆さまの健康管理に役
立つよう、人間ドックや企業健診など各種健診を
行っています。またより高精度で良質の健診がで
きるよう、スタッフのスキルアップと検査機器の
充実も図っています。

外来診療 予防接種センター

健診センター

だいどうクリニック
Daido c l in ic

MRI

マンモグラフィ

80列CT装置

情報共有化（電子カルテシステム）

磁気の力を利用して臓器や血管を撮影。
脳ドックで受けられます。

小さな乳がんを見つけることができます。
女性専用フロアで女性技師が検査を行います。

低被ばくの80列CT 装置を導入し、安
全かつ速やかに検査を行います。

スムーズな診察のためにだいどうクリニッ
クと電子カルテで情報を共有しています。

03



15 大同病院　病院案内

地域のために、皆さまのために

地域医療連携室が地域の医療機関とのパ
イプ役となり、退院支援課や医療相談
室と連携を取りながら「地域包括ケ
アシステム」の構築を推進。地域
全体で治し、支える「地域完結型
医療と介護」をめざしています。

グループ全体はもちろん、かか
りつけ医とも連携し、役割を分
担。病院で診療するべき患者さま、
かかりつけ医での診療が望ましい
患者さまなど、常に患者さまの状態
に合わせた適切な医療や介護を提供し
ています。

地域完結型医療

かかりつけ医との連携

関連施設

内科は一般診療に加え一次救急治療にも対
応。各種健康診断も行っています。

病院内保育および地域の子ども
達も受け入れ。病児保育室も完
備しています。

専門知識を持つケアマネージャ
ーがご希望に沿ったケアプラン
を作成します。

在宅療養が必要な方を訪問し、
主治医指導のもとに適切な看護
を提供します。

入院や治療を必要としない高齢者の方に介
護やリハビリなどの支援を行います。

診療は内科・外科系・リハビリテーション。夕
方診療も実施。通所リハビリテーション併設。

要介護の高齢者を対象に、入浴
や排泄、食事などの日常生活を
支援しています。

中央クリニック

大同こども支援センター

大同老人保健施設大同みどりクリニック

大同居宅介護支援事業所 訪問看護ステーション特別養護老人ホーム（ゆうあいの里大同）

Medical  serv ices to the region
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皆さまを迎える
ホスピタリティ

皆さまの健やかな日々 に貢献

PSCは皆さまがよりよい高度急性期医療を受けることができるように
手厚くサポート。地域の医療機関からのご紹介の受付や入院後の良質
な診療環境の確保、退院後の適正な療養状況の設定など入院中のすべ
ての場面において支援する機能を一元化しています。ＰＳＣは地域の
皆さまにおける病院利用全般のマネージャーを務めます。

地域の皆さまに癒しや楽しみを提供するため、定期
的にコンサートやステージイベントを行っていま
す。また病院をより身近に感じていただくために
病院祭も開催。地域の皆さまにもおもてなしの
心を大切にしています。

社会医療法人宏潤会は、地域社会に貢献する医療法
人をめざして糖尿病教室やマタニティヨガなどさま
ざまな教室を開催して
います。また地域の皆さ
まに健康について考え
ていただく市民向けの
講演会も行っています。

大同病院ではスタッフ一同、「こころからのおもてな
し」の姿勢を大切に患者さまと向き合います。患者
さまの思いや不安をしっかりと汲みとり、常に迅速
な行動ができるように心がけています。

PSC（患者サポートセンター）

地域にひらかれた病院へ

医療教室や講演会で地域社会に貢献

おもてなしの心

Hospita l i ty

Health care for the region

B棟アメニティホール

クリニックエントランスでコンサートを開催 病院祭で放射線機器の説明をする様子

A棟エントランスホール

03

市民公開講座
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強く、やさしい病院へ

災害時の広域輸送用としてヘリ
ポートを整備。非常用発電機兼
用ガスコージェネレーション装
置も導入し、通常電力の70％を
カバー、患者さまの安全を守り
ます。

排熱を利用して院内の暖房や
冷房を運転。ガスコージェネ
レーション装置と燃料電池の
導入でCO₂排出も抑制。LED
照明の採用で省エネ活動を推
進しています。

災害に強い病院 環境にやさしい病院

◆総合内科
◆老年内科
◆血液・化学療法内科
◆糖尿病・内分泌内科
◆腫瘍内科
◆循環器内科
◆呼吸器内科
◆消化器内科
◆内視鏡内科
◆神経内科
◆腎臓内科
◆腎血液浄化科
◆膠原病・リウマチ内科
◆緩和ケア内科

◆放射線診断科
◆放射線治療科
◆精神科
◆一般外科
◆消化器外科
◆呼吸器・心臓血管外科
◆乳腺外科
◆小児外科
◆脳神経外科
◆整形外科
◆麻酔科
◆麻酔科
　（ペインクリニック）
◆小児科

◆小児アレルギー科
◆小児科（新生児）
◆産婦人科
◆泌尿器科
◆耳鼻咽喉科
◆眼科
◆皮膚科
◆歯科口腔外科
◆歯科
◆リハビリテーション科
◆臨床検査科
◆病理診断科
◆救急科
◆外来化学療法室

診療科目（大同病院）
昭和 14 年 9 月 大同製鋼株式会社の病院部門として大同製鋼病院を開設

20 年 5 月 空襲により本院を消失
23 年 7 月 大同製鋼病院として復活（病床数52床）
23 年 8 月 大同病院に名称変更
38 年 4 月 看護学校開設
60 年 3 月 総合病院承認
60 年 4 月 医療法人宏潤会大同病院として独立開設

 平成 元 年 5 月 大同老人保健施設開設（147床、デイケア３床）
11 年 ４月 大同訪問看護ステーション開設
11 年 ８月 大同居宅介護支援事業所開設
13 年 ４月 特別養護老人ホーム「ゆうあいの里大同」開設
15 年 ４月 臨床研修指定病院承認
15 年 ４月 オーダーリングシステム稼動
15 年 ７月 新A 棟完成（病床数404床）[ 旧A、C 棟解体]
16 年 ６月 日本医療機能評価機構認定
18 年 4 月 7対1・一般病棟入院基本料施設基準取得
18 年 ５月 DPC 対象病院の認可
18 年 ７月 電子カルテシステム導入
18 年 11 月 だいどうクリニック開院
19 年 11 月 集中治療室開設
20 年 ５月 救急センターリニューアルオープン
21 年 ６月 日本医療機能評価機構認定更新
22 年 ４月 中央クリニック開設
23 年 ４月 社会医療法人へ移行
23 年 ６月 内視鏡センターオープン
23 年 12 月 社会医療法人追加認定（小児救急事業）
26 年 ８月 新 B 棟オープン
27 年 ３月 日本医療機能評価機構認定更新（3rdG：Ver.1.0）
29 年 5 月 大同みどりクリニック開設

沿革

◆総合内科
◆老年内科
◆血液・化学療法内科
◆糖尿病・内分泌内科
◆腫瘍内科
◆循環器内科
◆呼吸器内科
◆消化器内科
◆神経内科
◆腎臓内科
◆腎血液浄化科
◆膠原病・リウマチ内科
◆緩和ケア内科

◆放射線科
◆精神科
◆一般外科
◆消化器外科
◆呼吸器・心臓血管外科
◆女性外科
◆乳腺外科
◆肛門外科
◆小児外科
◆形成外科
◆脳神経外科
◆小児脳神経外科
◆整形外科

◆小児科
◆小児アレルギー科
◆内分泌小児科
◆呼吸器小児科
◆産婦人科
◆泌尿器科
◆耳鼻咽喉科
◆眼科
◆皮膚科
◆臨床検査科
◆病理診断科
◆健診センター
◆予防接種センター

診療科目（だいどうクリニック）

◆呼吸ケア外来 ◆禁煙外来 ◆睡眠時無呼吸症候群：ＳＡＳ外来
◆小児専門外来（アレルギー、循環器、心理、心身、内分泌、肥満、栄養指導）

ほか

専門外来

A 棟／地上９階、塔屋２階
B 棟／地上 7 階、塔屋 2 階
だいどうクリニック／
地上 5 階、塔屋１階他
その他（老人保健施設）・地上６階、
塔屋２階他
30,261㎡
14,338㎡
50,826㎡
404床（一般病床394床、結核病床10床）

施設概要
[ 規模・構造 ]

[ 敷 地 面 積 ]
[ 建 築 面 積 ]
[ 延 床 面 積 ]
[ 病 床 数 ]

Strong support  in disaster  s i tuat ions

コージェネ機械室

B棟の個室



アクセスマップ アクセス方法

お問い合わせ先

〒 457-8511
名古屋市南区白水町9番地
電話番号 :052-611-6261（代表）
ファックス番号:052-614-1036

病院機能評価とは、病院を日本医療機能評価機構が第三者的な立場で書面及び訪問審査を行い、一定の基準
に達した病院にのみ認定証を交付するものです。当院は、2004年に初回審査を受けて認定され、2009 年と
2014年に認定更新されました。
病院機能評価認定有効期間（5年間）2014年6月21日～ 2019年6月20日

日本医療機能評価機構により「病院機能評価認定」（3rdG:Ver.1.0）を更新されました。

車をご利用の場合
名古屋高速笠寺インターから５分
　　　　　船見インターから３分
伊勢湾岸道路東海インターから５分
※立体駐車場あり（約320台収容）

名鉄電車をご利用の場合
常滑（河和）線柴田駅南口下車徒歩３分

市バスをご利用の場合
柴田通下車徒歩５分、又は白水町下車すぐ




